
0386‒9792/23/￥100/頁/JCOPY

ウィメンズヘルスと栄養素・サプリメント

ね ら い

　「医食同源」―あまりにも人口に膾炙したこの言葉は，いったいどこに語源を求
めればよいのであろうか？　中国古典のいずれかであろうと考えてインターネッ
ト検索を行うとさにあらず，実は 1972年に NHKの料理番組「きょうの料理」の
特集「40歳からの食事」のなかで，臨床医である新居裕久先生が発表したもので，
中国に古くから伝わる薬膳用語「食薬同源」を，「薬」が化学薬品と誤解されるこ
とを避けるために，改変・拡大解釈したものであるという．新居裕久先生のこと
を失礼ながらくわしくは存じ上げないのであるが，素晴らしい「発明」だと思う．
　振り返ってみると，医学部の卒前・卒後教育のなかで体系的に十分な栄養学教
育を受けたことは，残念ながら記憶にない．私が不真面目だったせいなのかもし
れないが，少なくとも私たちの学生時代に独立した栄養学のコースを設けていた
大学は少なかったように思う．今でも生理学や生化学，消化器内科学や内分泌代
謝内科学の講義で得た断片的な知識を基に日々の診療をこなしている医師が大半
なのではなかろうか．産婦人科医としての臨床研修においても，妊娠・分娩・産
褥期や周術期の基本的マネジメントを身につければ概ね用が足りてきたように思
う．
　その一方で，女性医学あるいは女性医療の領域に足を踏み入れるようになると，
「食餌」，食餌に含まれる「栄養素」，栄養素を補助的に摂取するための「サプリメ
ント」等に関する素養が不可欠であることに気がつくようになる（ちなみに「食
事」はmeal，「食餌」は dietであり，このような文脈では「食餌」を使うべきで
あるというのが筆者の立場である）．それは，この領域が本質的に治療医学的であ
るよりも予防医学的であり，予防医学において「食」は「薬」と同等に，あるい
はそれ以上に重要だからである．2015年に導入された「機能性表示食品制度（消
費者庁）」はさらにこの分野における基礎知識のアップデートをわれわれに要請し
ている．そのような問題意識から，本号の特集を「ウィメンズヘルスと栄養素・
サプリメント」とさせていただいた．
　生殖可能年齢女性における卵巣機能に対する作用，エビデンスが厚めに存在し
臨床的にも使用頻度の高い更年期障害に対する作用，そしてウィメンズヘルスを
含みかつこれを超える幅広い領域におけるアンチエイジング作用等について，多
くの研究成果を発表され臨床的な経験を豊富に積んでおられる先生方を中心に執
筆をお願いした．日々ご多忙な産婦人科の先生方に，「医食同源（＋サプリメン
ト）」の世界にしばし身を委ねていただければ幸いである．
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